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はじめに

発展著しいアジアの国々では,急激な経済成長

に伴い,都市-の人口集中が進み,都市の郊外へ

の拡大が著しい｡こうした郊外化は,都市と農村

の無秩序な混在をもたらし,水質汚染,土壌汚染,

交通公害,自然災害などの環境問題を深刻化させ

ている｡また,隣接する都市と農村の経済格差が

拡大し,それが都市化をさらに加速化させるとい

う悪循環に陥っている｡

こうした問題を解決するためには,都市と農村

の土地利用の整序を可能とする都市農村計画の策

定が必要である｡その際,都市と農村を峻別する

土地利用区分(ゾーニング)だけでは不充分であ

る｡都市と農村が隣接することが,むしろ双方に

とってメリットとなるような新しい計画理念を構

築する必要がある1'｡本論では,アジア都市にお

ける土地利用混在現象について概観した後,生物

資源の循環利用を通じた都市農村融合可能性につ

いて,日本,タイ,中国の事例にふれながら検討

する｡そして,都市･農村システムが融合し,相

互が生物資源の循環利用を通じて不可分の関係と

なる,都市農村循環社会の構築を提案する｡

Ⅰ　アジアの都市･農村混在

モンスーン･アジアにおける巨大都市の特徴と

して,その多くがデルタを中心とする平野部に位

置するということがあげられる｡そこでは,都市

化以前から稲作を中心とする集約的な農業が営ま

れており,すでに多くの人口が平野部に集中して

いた｡また,こうした稲作地帯では,潅概排水や

圃場基盤など農相インフラの整備が進んでいるこ

とが多い｡一方,アジア都市はヨーロッパ都市な

どと異なり,下水道,道路など都市インフラの整

備が遅れている｡したがって,農村と都市の整備

水準の轟離が小さく,農村インフラが容易に都市

インフラに転用されるのである｡

筆者らは,それが都市農村混在をもたらした大

きな原因と考えている｡すなわち,一定の整備水

準にある農村では,地権者の意思いかんで,いつ

でも,どこでも都市的土地利用に転用できる｡そ

うした状況において都市化が進む結果,住宅地と

農地がモザイク状に分布する都市農村混在が出現

するのである｡このことは,モンスーン･アジア

の平野部に位置する巨大都市郊外部の共通の特徴

である｡

写真1は,バンコク郊外に見られる都市農村混

写真1　バンコク郊外都市農村混在景観

Photo 1 Urban-rural mixture landscape in Bangkok
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在の現状である｡バンコクはチャオプラヤ川のデ

ルタに発達し,以前は王宮を中心とする小さな都

市であった｡それが,近年の経済成長に伴って急

速に成長し,周辺の農村部へと成長していった｡

都市化が進んだ農村部は,かつてラーマⅤ世の主

導によって,大区画圃場が整備されていた地帯で

あった2'｡この写真から,そうした大区画圃場が

基礎になって,都市化が進んでいることがよく理

解できる｡

このような都市農村混在は,かつての運河を下

水道代わりに使うことにより深刻な水質汚染の問

題を引き起こしている｡またかつての農道が,そ

のまま新たに出現した市街地の道路として使われ

ているために交通渋滞が引き起こされ,バンコク

都心部に通う新住民は,長時間通勤を余儀なくさ

れている｡一方,残された農地の営農環境は,水

質汚染等で悪化の一途を辿り,さらには都市農村

の経済格差の拡大により,水田の耕作放棄地の拡

大が進んでいる｡

Ⅱ　都市農村混在とアジア型田園都市

日本では,このような都市農村混在は,都市計

画,農村計画の両面から批判の対象になり,計画

的な都市化方策と計画的な農地保全方策を組み合

わせた都市農村土地利用整序が強く求められるよ

うになった｡しかし,それだけで,都市農村混在

の問題を片づけてしまってよいのかという問題指

摘もあった｡都市住民が農村に隣接して住むとい

うことは,アメニティ環境の提供という面から,

むしろ積極的に評価してもよいのではないかとい

う考え方も何度か提案されてきた3)0

実際,都市農村混在は,農産物の生産者と消費

者が隣接して生活を営むことを意味している｡農

業者にとっては,兼業により安定した収入を維持

しながら農業を営めるというメリットもある｡都

市住民にとっては,新鮮な農産物が手軽に入手で

き,また農村をリクリエーション空間として活用

することができる｡また残された農地は,緑地と

して都市環境を緩和する効果をもつ｡一例として,

都市化が進めばヒートアイランド現象が顕著にな

り,また洪水などの自然災害が顕著になる｡都市

における農地の存在は,問題を媛和する効果が高
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いと言われている"'｡

ところで,都市農相を一体化した計画理念とし

ては, E･ハワードによる田園都市論があまりに

も有名である6)o産業革命によって,農村から都

市への人口移動が著しく進み,イギリス都市は急

激に肥大化した｡その結果,大気汚染,水質汚染

などが深刻化し,居住環境の劣悪な労働者の間で

疫病が大流行した｡こうした事態を根本的に改善

すべく,都市と農村の結婚(a marriage between

the urban and the rural)による理想的な都市像

を提案したのがハワードの田園都市(garden city)

であった｡

日本を含むアジアの巨大都市では,非計画的な

都市農村混在が進行しているため,そのままでは

田園都市のような積極的な評価を行い得ないが,

上記のような混在のメリットを生かし,都市農村

混在を計画的に進めていくことによって,アジア

型の都市農村融合社会を構想することができるの

ではないかというのが,筆者らの提案である｡そ

れは,モンスーン･アジアにおける都市の成長を

生かした,アジア型田園都市論とでも言うべきも

のであると考えられる｡

Ⅲ　都市農村融合と資源循環社会

都市と農村の良好な関係を構築するには,これ

までのゾーニングによる都市と農村の峻別という

土地利用計画を超えて,都市と農相が併存するこ

とのデメリットを最小化し,メリットを最大化す

る方策の提示が不可欠と考えられる｡資源の循環

利用を通じた都市農村循環社会の構築は,まさに

そうした要請に応えうるものである｡都市と農相

が資源を通じて循環社会を形成していれば,両者

は相互に不可分の関係になり,相互に補完的な関

係になりうるのである｡

そうした良好な関係を構築する手がかりとなる

のが,生物資源による循環社会形成の可能性検討

である｡農村で生産される農産物を近隣の都市で

消費することで,地産地洞を推進し,地域内食料

自給率を向上させる｡一方,都市で処理される生

物系廃棄物を,堆肥化して農村の農地に還元する｡

このことによって窒素やリンを中心とした物質循

環系が構築されうる｡同時に,生物系廃棄物を有



図1　長井市レインボープランの流れ7-

Fig. 1 Flow of the "rainbow plan" im Nagai City

効活用しながら都市の下水処理を進めていくこと

によって,水質汚染は健和され,農業にとっても

好ましい水質浄化につながる｡それは,また,親

水機能の向上を通じて,都市･農村住民に潤いを

与える場を提供することにもつながる｡

このような,生物資源循環による都市農村循環

社会を目指している例として,山形県長井市のレ

インボープランをあげることができる7'｡ここで

は,都市の生ゴミを堆肥化し,その堆肥を農村に

還元して,生物資源の地域循環を実現しているの

である(図1)｡これは,都市の生ゴミを有効に

資源化し,環境負荷を低減させるとともに,堆肥

を用いることで安全な野菜を生産することにつな

がる｡こうした循環社会は,消費者と生産者の相

互の信頼と協調にもつながっているのである｡こ

のように,循環系の構築は,都市と農村の会話を

促進させる｡

さらに進んで,生物系廃棄物を燃料に転換する

技術も開発されている｡一例として,京都市では,

生ゴミをバイオガス化し発電するというバイオガ

ス化技術実証プラントや,廃食用油をバイオディ

ーゼル燃料に再利用する廃食用油燃料化施設など

が,実用化を目指して建設されている8'｡そのほ

か,日本各地で,バイオマスタウンが事業化され

ているが,そのなかには都市農村循環社会につな

がるものも少なくない9)｡今後は,農村の耕作放

棄地でエネルギー作物を栽培するなど,カーボン

ニュートラルなエネルギー資源としての生物資源

の利用も促進されるべきであろう｡

Ⅳ　アジア巨大都市の都市農村循環社会

アジア巨大都市は,巨大な都市人口を抱える都

市部と広大な周辺の農村部が明確な境界のないま

ま広がるという特徴をもつ｡これを,そのまま都

市農村循環社会を構築する基礎と見なせば,そこ

では,極めて膨大な量の生物資源が循環利用でき,

またエネルギーへと転換することができる｡こう

した生物資源循環は,また,都市の環境負荷を和

らげ,下水処理などを軽減させることにつながる｡

また,そうした循環系の構築を通じて,都市と農

村の交流がさらに促進され,都市と農村が一体と

なった地域づくりを行いうるものと考えられる｡

このような生物資源の循環利用を基軸とした調

和的な都市農村混在土地利用を誘導する上で,餐

源循環の空間親榛を階層的に捉え,空間計画に反

映させていくことが重要である｡例えばバンコク

写真2　隣接地所(レストランー養魚池)間の循環

Photo 2　Example of biomass qow between neighboring lots

(seafood restaurant - fishpond)

写真3　県最終処分場における混合投棄
Photo 3　Prefectural land丘ll slte
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図2　現地土地利用･フロー遡上調査による資源

循環規模の階層構造の理解
Fig. 2　Need to understand hierarchicalstructure of

biomassflow

郊外の幹線道路沿いには,伝統的な凹(養魚池)

凸(果樹園)地形改変により農地の多様化が進ん

できたが,近年では凸部の地所を都市住民向けの

シー7-`ドレストランに転用するケースが増えて

いる｡そこでの残飯は即座に隣接養魚池に処分さ

れ,将来食材として響される魚の餌となる(写真

2)｡これは,都市農村混在原単位における生物

資源循環の事例と言えよう｡一方で,斜向地所の

タウンハウスから排出される生活系廃棄物は,県

域で一つしかない最終処分場まで遠路運ばれ,事

業系廃棄物と共に埋め立てられている(写真3)0

こうした地区スケールを起点とした事例研究の

推進は,行政界レベルでの既存統計情報には反映

されない資源フローの遡上追跡を可能とし,適正

循環規模をふまえた空間計画の立案に寄与するも

のと考えられる(図2)｡すなわち,発生源地区ス

ケールでの資源循環を促す詳細土地利用計画,資

源フローの結節点における再利用施設の配置計画,

そして最終処分場配置計画まで,階層的な資源循

環規模を考慮した空間計画の展開が可能となる｡

こうした資源循環規模の階層性をふまえた土地

利用計画は,経済発展が著しい中国の大都市にと

って,とりわけ重要であると考えられる｡中国で

は省級行政管轄範囲が広く,担当者は必然的に都

市部と農村部を包括して扱わかナればならない.

例えば,直轄市である天津市は, ll,300km2の行

政範囲の中に,都市部農村部あわせて1千万人近
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図3　天津市現況土地利用規制10'

Fig. 3 Current zonlng in Tianjin

写真4　建設ラッシュの工業団地(天津臨海部)

Photo 4　Emerging industrial park along the coastal area of

Tianjlm

くの人口を抱えている(図3)｡北京市の外港と

して発展してきた歴史的経緯もあり,改革開放以

級,臨海部の経済特区において経済成長の要とな

る大規模な工業団地整備を進めている(写真4)0

その一方で,農村部においては,域内で発生す

るバイオマスを活用したメタンエネルギーによる

生態村モデル事業など,小規模循環型社会を建

設･拡充している(写真5, 6)0



写真5　天津農村部生態村の小規模メタンガスプラント

Photo 5　Methane gas plant of the　山eco-village" in the

suburbs of Tianjin

写真6　生態村内のメタン照明

Photo 6　Methane gas lamp in theメeco-villageモ

今後は,各循環要素の階層的な空間規模の把撞

および導入すべき適正技術の検討により,都市部
一農村部間の循環も高める戦略を提案していく必

要があろう｡

中国の大都市における都市農村循環社会の実現

は,都市農村格差の是正に貢献する点で,経済成

長著しい中国巨大都市における問題解決に貢献す

ると期待している｡

以上述べてきたように,都市農村循環社会は,

単に生物資源の循環的利用や,廃棄物の最小化と

いった観点にとどまらず,持続可能な社会を実現

していくための重要なサブシステムと位置づける

べきである｡日中韓の連携についても,そのような

観点からの体系的な位置づけが必要と考えられる｡
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発展戦略規則.

Urban-rural land-use mixture is a common phenomenon in the fringe areas of Asian large cities. Althoughthe

cu∬ent spatialplanning system in various cities attempts to separate urban from rural land uses, the land-use

mixture is expected to have advantages in many phases, particularly in bio-resource utilization. Referring to the

cases of Japan, Thailand and China, we discuss the hierarchicalstructure of biomass flows and urban-rural1and

uses･ We suggest that the Asian land-use mixture has high potential for bio-resource utilization, thereby

contributing to urban-rural sustainability in Asian cities.

Key Words: 1 ) Asian mega cities, 2 ) Land-use mixture, 3 ) Recyc血g-oriented society, 4 ) Biomass,

5 ) Urban-rural sustainability
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